新潟地域合併建設計画（総論）

西川町・潟東村・岩室村地域の役割　新旧対照表
	西川町・潟東村地域の役割

（旧）
	西川町・潟東村・岩室村地域の役割（案）
（新）

	西川町・潟東村地域は新市の西部に位置し，国道１１６号，主要地方道白根西川巻線，ＪＲ越後線沿線を中心とする地域であり，また，潟東村には高速自動車道の巻・潟東インターチェンジが設置されるなど，高速交通網の整備も進んでいる地域であることから，交通の利便性が高く，今まで以上に災害に強いまちづくりを進めます。
利便性の高い交通網を活かし，工業団地の形成を図るとともに雇用の場の確保を図るまちづくりを進めます。
また，自然災害が少ないこと及び交通の利便性から，近年新潟市のベッドタウンとして，数多くの住宅団地が形成されており，今後も豊かな自然環境と調和した居住環境の整備を進めます。

越後平野の穀倉地帯である地域であることから，優良農地の保全及び稲作経営等の安定健全化を進めます。

①　新市の西の玄関口として，新市の情報を発信する役割を担い，また，国道１１６号など国県道の整備を促進し，都心への通勤・通学等のための良好なアクセス交通網の役割を担うとともに，都心に向けた主要交通網沿線の市街地を活性化させるまちづくりの一翼を担います。
②　日本一の水田面積を誇る新市として，越のかがやき米のほか，新潟そら豆や枝豆等を中心とした総合食料供給基地としての一翼を担います。
③　高速道路のインターチェンジ等を有効活用するために，交通網の整備を行い，工業団地の進出を図り，物流基地としての一翼を担います。

④　交通渋滞緩和のため，パークアンドライド等の施策を実施するために，インターチェンジ周辺及びＪＲ越後線の越後曽根駅周辺の大駐車場の整備，また，越後曽根駅までのダイヤ改正，複線化を要望し，電車の増便を図ることにより，新市の都心への玄関口としての役割を担います。

⑤　福祉施設及びその関連施設を活用し，また，更なる福祉関連施設の整備を図るとともに，保健・福祉分野のサービス強化を進め，安心して暮らし続けられる福祉ゾーンとしての一翼を担います。

⑥　自然災害の少ない特徴を活かし，自然環境を活かした良好な住環境の整備を進め，より良い居住環境を提供する地域としての一翼を担います。

	西川町・潟東村・岩室村地域は新市の西部に位置し，国道１１６号・４０２号，各主要地方道，ＪＲ越後線沿線を中心とする地域であり，また，潟東村には高速自動車道の巻・潟東インターチェンジが設置されるなど，高速交通網の整備も進んでいる地域であり，交通の利便性が高く，都心のベッドタウン地域として，安心して暮せる生活環境を確保するまちづくりを進めます。
また，利便性の高い交通網を活かし，都市近郊における雇用創出に向けた工場地域を配置するまちづくりを進めます。
自然災害が少ないこと及び交通の利便性から，近年新潟市のベッドタウンとして，数多くの住宅団地が形成されており，今後も豊かな自然環境と調和した居住環境の整備を進めます。

越後平野の穀倉地帯である地域であることから，優良農地の保全及び稲作経営等の安定健全化を進めます。
さらに当地域は，地理的には変則的となり，一部飛び地を含みますが，国県道，主要地方道，広域農道等による交通・情報ネットワークの利活用を図りながら，温泉や海岸など恵まれた自然環境・観光資源などを活かした観光地として，また，人々の憩いと交流の場としてのまちづくりを進めます。
①　新市の西の玄関口として，新市の情報を発信する役割を担い，また，国道１１６号など国県道の整備を促進し，都心への通勤・通学等のための良好なアクセス交通網の役割を担うとともに，都心に向けた主要交通網沿線の市街地を活性化させるまちづくりの一翼を担います。

②　優良な農地を活かし，地産地消はもとより，有機農法による環境保全型農業を推進し，高付加価値産品としての総合食料供給基地の一翼を担うほか，稲作と野菜や酪農等との複合経営を推進するとともに，市民農園や体験牧場等の参加・体験型の農業地域としての確立を目指します
③　高速道路のインターチェンジ等を有効活用するために，交通網の整備を行い，工業団地の進出を図り，物流基地としての一翼を担うとともに，田園風景に適合する新しい産業，ベンチャービジネスの導入を目指します。
④　交通渋滞緩和のため，パークアンドライド等の施策を実施するために，インターチェンジ周辺及びＪＲ越後線の越後曽根駅周辺の大駐車場の整備，また，ＪＲ越後線のダイヤ改正，複線化を要望し，電車の増便を図ることにより，新市の都心への玄関口としての役割を担います。

⑤　福祉施設及びその関連施設を活用し，また，更なる福祉関連施設の整備を図るとともに，保健・福祉分野のサービス産業の進出を促進し，安心して暮らし続けられる福祉ゾーンとしての一翼を担います。

⑥　自然災害の少ない特徴を活かし，自然環境を活かした良好な住環境の整備を進め，より良い居住環境を提供し，都心のベッドタウン地域としての役割を担います。
⑦　間瀬海岸，多宝山，弥彦山スカイライン，岩室温泉など豊かな自然環境に恵まれており，それらの観光資源を有効活用し，新市における観光・レジャー機能，そして交流拠点としての役割を担います。
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